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【諸言】 

呼気には細胞が分泌する揮発性有機物質(VOC)が含まれている．これまでに，ガスクロマトグ

ラフ質量分析を用いて，がん患者に特異的な VOCが報告されている[1]．そのため極低濃度の VOC

を検知可能な小型の高感度センサの開発が求められている．グラフェンは炭素原子一層からなる

電子移動度の優れた物質であり，それをチャネル部に用いた電界効果トランジスタ(FET)は，吸着

した分子の静電効果によりその抵抗値が変化する．本研究では化学気相成長(CVD)法で合成され

たグラフェンを用いて FET を作製し，アセトン及び 1-ブタノールに対するセンサ特性を評価した． 

【実験】 

熱CVD法で合成されたCu基板上のグラフェンをポリメタクリル酸メチル(PMMA)膜で固定し，

300 nmの熱酸化膜付き pドープ Si基板上に転写した[2]．電極を蒸着してバックゲート型 FET と

して，転写と電極蒸着の手順を換えてトップコンタクト型とボトムコンタクト型を作製した．さ

らに，試料は H2/Ar 還元雰囲気中 400 度で熱処理した．グラフェンの結晶性は，顕微ラマン分光

法で評価した．グラフェン-電極金属間の接触抵抗は，チャネル長を変えた電極間の抵抗を測り，

TLM 法で算出した．グラフェン FET のソース-ドレイン電流の変化を，窒素をキャリアガスとし

て所定量に希釈したアセトン又は 1-ブタノールを流入させたチャンバー内で測定した． 

【結果と考察】 

ラマンスペクトルより，グラフェンの 6員環構造に由来するGバンドと 2Dバンドが検出され，

その強度比から単層のグラフェンであることを確認した．還元雰囲気中で熱処理することで，電

流値が最小となるディラック点が 0V 付近に見られた．これは，ホールドープの原因となった

PMMA 残渣が熱処理により分解されたためと考えられる．接触抵抗は，トップコンタクト型と比

べてボトムコンタクト型で小さくなった．これは，金属からグラフェンへの電子注入のちがいに

因ると考えられる．VOC雰囲気下の電流特性測定からは，グラフェンへの分子吸着により電流値

が減少した．これは，グラフェン表面に吸着した分子による局所的なキャリア密度の変化が，抵

抗値の増加として検出できたと考えられる． 
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